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　 ラッ 晴 斑 核 へ の 種 々 アミン性 入 力 と ノルア

ドけ リン（NA）ニュ
ー
ロンとの 結 合様 式 、あ る い

は 入 力 ど う しの 関係 を 調 べ る事 を 目的

と して 、 NA、ドーパ ミン  A）、チロジ ン水酸 イ匕

酵 素 （TH）．フェニルエタノ斗 アミンーN一メチル基 転移

酵 素 （PNMT）な ど の 抗体を 組合せ Pre−

embedding 法 に よ る 二 重 染色 を検 討 し

た 。 また 発達 に よ る変化 を見 るた め の

成 熟 脳 と生 後脳 とを 用 い た 。

　最 も簡単な 方法 は 第
一

染色 を DAB −

Niで 行 い 、第二 染色を DABの み で 行 う も

の で あ る 。 電 顕像 は 電 子 密度 の 濃 淡 で

判 定 し得 た が 、 微 妙 な 判 定 に 苦 し む こ

と が あ っ た 。

　 っ ぎに 金標 識 を試 み た 。 第
一

染色 を

DAB− Niで 第二 染色 を金 標識で 行 っ た 。

標識金 が小 さ い 程、微細構造 を保 っ た

ま まの 進 入 を 司能 に した の で 直径 が 1

nm 金 を用 い た 。 標識は 二 次抗体あ る い

は ストレブ トアピ チンへ の もの を 用 い た ．lnm

金 を 直接蛍光板上で 識別す る こ と は不

可 能 に 近 い 。 した が っ て 銀 増感 を 行 っ

た が 、オスミ・
一
ム固定後 に 施行 した 時 に 最

も安定 した 結 果が 得 られ た 。

［目的］　孤束核における 自律神経機能の 調節

に抑制 性神経伝達物質で あ るGABA が関与す

るこ とは疑い ない 事 実で あるが 、 その伝達様

式などの 詳細は不明な 点が 多い 。 本研 究で は、

孤束核 におけるGABA 伝達系の 形態学的 な特

色を把握 す るため、GABA およ びGABAA 受

容体の分布を免疫組織化学的に検討 した。

［方法］ Wistar系雄 ラ ッ トを麻酔下に 灌流固

定後、脳を摘出 し後 固定 した 。 さ らに蔗糖液

に浸漬後、凍結切 片を作製 し た 。GABA 抗体

ある い はGABAA 受容体抗体 との 反応 は、浮

遊法で 2 日間行い ABC 法で免疫染色 した。

［結果］　 GABA 含有神経細胞体 は孤束核内で

不規則 な散在性の 分布を示すが、背外側亜核

にはや や豊富に局 在する傾向がある 。 GABA

神経終 末は、孤束核の ほ とん ど全 て の神経細

胞体上 に認め られる が、背側亜核 や内側亜 核

な どで は そ の 分 布密 度は 特に 高い 。

一方 、

GABAA 受容体は 、 背側 亜核 や内側亜核 に は

少 なく、腹外側 亜核 で 密 に分 布 す る 。 こ の

GABA 神経終末 とGABAA 受容体と の 分布差

は、GABAA 以外 の 受 容体の 存在 を示唆 して

い る。
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